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１．開 会 

２．あいさつ 

  会長あいさつ 

  新委員あいさつ 

３．議事  

（１）小野寺南まちづくり協議会の解散について 

＜説明＞ 

事務局に説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

 

事務局の説明を受けて、委員に質問・意見を求める。 

まちづくり協議会は、地域の課題を吸い上げたり、非常に重要なものだと認識をし

ているところです。市の認定を受けて発足した。総会でそれは可決されたんだとは

思いますが、今まであった地域の話題性であるとか、他が代行するとか、そういう

認識っていうのはあるんですか。 

今のところの解散が決定したまち作り協議会に代わる新たなものというのは、今見

込めない状況です。そこの部分については、実働組織の動きについては空白地帯と

いうことになってしまいます。 

何かの機会に、小野寺南では、今からこういうことをやりますと言って、きちんと

して出発したんだなと思った。コロナ禍で 3 年間は事業が縮小・中止だったとはい

え、やっぱり実働組織っていうのは、行政と地域と、それをきちんといろいろ話し
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Ｂ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

Ｂ委員 

事務局 

合いをしながら、やらなければいけないのかなっていうふうに思ってる。例えば、

こういう問題が起きたときに、まちづくり協議会は強制ではないからね、任意だか

らそれをそのままでいいですよっていうことになると思いますが、地域づくり推進

課としてどういう手立てがありますか。 

解散に関しての会議に私もちょっと出席していたんですが、一旦休止して、新たに

出発していくのはかどうかと提案させていただいたんですが、理事会の皆様、ほと

んどの方が、辞めたいというお話でしたので、説得できかねたという経緯がありま

す。実働組織は、設立することができるという要項になっておりまして、あった方

がいいのはやまやまですが、ないからといってすぐ作らなければならないとかそう

いうことはございません。４つあるのは岩舟地域だけでして、他の地域は一つであ

ります。今後の形としては、残り三つの組織が個別に活動することっていうのは当

面はメインに、その中で三つの実働組織が、一緒に活動するっていうのをまず最初

一つが二つでいいかと思うんですがそういうことで徐々に考えてみたらいいかな

と。そんなふうに岩舟町の地域全域をカバーしていっていただければなと考えてる

ところです。今後そういうした働きかけをさせていただければなと感じてるところ

です。 

大体中学校単位で一つっていうところなんですよね。岩舟町が合併するに当たって

４つを作ったっていうことで、そういうふうに方向性があったんでしょうけれども、

少しずつ落ち着いてきて、やっぱり厳しいなと。岩舟も 4 団体全体の足並みを揃え

て、やっぱり一つになるってですね、私はいつもいってるんです。ずっと思ってま

したので。できれば地域づくり推進課と、地域会議と両方から応援していただいて、

実働も今話し合いをこまめにしながら、ある程度、今事務局がおっしゃった理想が

あるのだから、そっちの方にできるような、そういうふうな推進をしていただけれ

ばなと思います。非常に期待します。 

これからの連絡調整会議がございますので、そのときに投げかけさせていただけれ

ばと思っています。よろしくお願いいたします。 

はい他にいかがでしょう。Ｂ委員。 

実働組織を一つにすることは、その地域の人が参加できない。小野寺南の人だけが

抜けてしまう。その地域だけ情報がない。そこら辺なんかできればカバー早めに対

応していただきたいです。 

できる限り対応していきたいと思います。ただ、あまり急ぎすぎますと、つまりあ

の個別で活動していたところがちょっと難しくなってくる場合もあるかなと思い、

その辺見極めながら調整し一つになる、というような方策を探ってまいりたいとい

うふうに思っています。 

小さいほうがまとまりがあるから、私はそういう方が多くあった方がいい。 

小野寺北の方は、小野寺北が自分の故郷であって、たぶん静和は静和小学校の地域



 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

事務局 

Ｂ委員 

 

事務局 

 

 

 

 

会長 

事務局 

会長 

 

会長 

 

事務局 

 

がふるさとなんだと思うんですよ。そういうところから徐々にあるいは岩舟町とい

う町自体をふるさと思うようにできててですね、これから考えていきたい。よろし

くお願いしたい。そのために、基本は各々の実働組織の活動をしていただきながら

合同の事業を何か考えていただいて、徐々に一緒にやる部分を目指していくように

ならないかと考えているところです。よろしくお願いします。 

私は静和地域に住んでいるのですが、組織は大きくなりすぎるとバラバラになる可

能性が大きい。やはり、それぞれの地域で、静和と小野寺で違いがありますので、

その中で共通事項を見いだして、その辺を一緒にやる方がいいんじゃないかなと思

います。 

当事者としてちょっとね、設立の頃からお話を一つさせていただくと、他の組織も 3

団体は平成 30 年 3 月までに設立して、小野寺南が設立したのは、4ヶ月後の 7月で

した。当時の役員さんが設立しても役員はやりたくない人ばっかりだった。選出母

体の役員の任期が終われば、自分たちはすぐぬけられるだろうとそんなふうな中で

設立した経緯があるので、正直、役所から言われて、とりあえず作ったっという経

緯が先だったものですから。どうしても、コロナ禍、いろんなことできない中で停

滞して、皆さん役員ながらもういいかっていうのがあり、解散という流れになって

しまいました。この実働組織っていうのは作らなければならないのではなく、あく

まで自主的に設立すれば、したときにもらえるという性格の団体なので、続けてい

てももうしょうがないよね。という経緯でした。 

このことについて、動きがあれば報告するということで。 

随時報告させていただきます。 

一つに統合しようって、そういう話ですよね、ちょっと違うので。なるべく私は小

さく残したいって思ってます。 

そうですね、皆さんの気持ちを大事にしていきながら、連合として大きな事業を一

つ二つ考えながら行っていくような体制で様子をみていければと考えています。 

 

（２）地域予算提案事業について 

＜説明＞ 

事務局に説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

事務局の説明を受けて、委員に質問・意見を求める。 

 

これはもう最初から 2 年間の計画ということで動き出してしまってよろしいんです

よね。 

原則、令和 7 年度に実施するものということでいいと思うんですが、もし、今月来

月協議していく中で、どうしても緊急でやりたいものがあれば、8月までに事業内容
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と予算額を確定する必要があります。 

皆さんに確認をさせていただきたいんですけれども、一応日程の関係もありますの

で、今年度の予算提案事業はせずに 2 年間ということで、来年度予算提案できるよ

うにということで、今後相談していってよろしいでしょうか。 

今回からの参加なんですが、今季のメンバー留任されている方再任されてる方は、

あの提案したものが引き続いてると思うんですけど例えば今期だけの委員もある。

それ考えると、今年やることについては基本的には去年決まってます。なので、意

見を言う余地は基本的にはないです。例えば、もう翌年度分については、10 月前ま

でというタイムリミットとありますけど、緊急などがあれば提案できますというこ

とですよね。だけど現実論としては、9月とか 8月とかに来月計画書を作って、見積

もりもらって提案して、合意できるところまで行くからしたら多分、なんか無理の

ような気がしますよね。だけど紙にはそう書いてあるから、それやるのかなと。そ

うすると、やるときに、とっかかりになるのは、去年までの委員から出たやつです

よね。例えばこの中で緊急で 10 月までに提案する案件を、選びましょうか選ばない

でしょうかとすすめるのが、筋かなと思う。最初から 2 年間それをやればいいか、

私は全然わかんないですからね。だから、せっかく去年までは出てるんだったらそ

れを前倒しで、やる必要があるかどうかをもう 1 回喋りましょう、と単純にやって

もいいような気もするし、いや、実質的にほとんど無理だから 10 月までやるのは本

当に無理なので、7 年度分で、考えにしましょう。10 月までにまとまらないと 6 年

度は出来ないんですよね。ということは実質的に 2 回しかない。現実的にいくと、

もう 7 年度分を今後 2 年間かけて、安全にまとめていきましょうということなのか

なと思うんですよね。いろいろと言ってていますがそれが正しいのであればそれで

いいと思うし、やっぱり 6 年度にやるべきをいてみんなでおさらいしましょうって

いうのであれば、それをやるべきだと思うし、というような印象です。なのででき

ればですけど、今までに出ている案を今回のやることになったものも含めて、この

事業案件管理みたいなのがないと多分繋がっていかないと思うんですよねずっと連

続で何年もやってるはずなんですけども。 

多分単年度で出したのは、スケアードストレートの交通安全教室っていうのはもう 3

年に一回やることが決まったので、それだけ提出したときもありました。その残り

を事前にっていうのはもう計画ができていたので合わせた、というのもありますけ

れども、部会に分かれて話し合ってもらった方がいいでしょうか？ 

ここに出るにあたって、これをというものを持ってきている方がいるかもしれませ

んよね。要するに、今までの継続してやるっていうそうじゃなくして、新しくこら

れた方が緊急でという、ご意見をぜひそれをまず聞いてもらってです。出してもら

ってからの方がいいですよね。 

今日は部会に分かれて話し合ってもらうんですよね。 
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はい。 

部会で話をしてもらって、その中で緊急でという話がでたら、ここへ戻って緊急性

のものがあって予算そういうのをちょっと急ぎで可能かどうかっていう話をして進

めます。 

資料５の一覧表は採用されなかったところの、残りの一覧ですか。 

この中には採用されたものもありますし、採用されなかったものもありますので採

用されなかったものをその翌年度以降に探してはならないという縛りの方もござい

ませんので、これを参考にしていただいても結構ですし、委員皆様からこんなこと

をやるかどうかっていうご提案だけどもよろしいのかなとは思います。 

今の縛りがないっていうことが気になってしまう。さっき言った事業を継続した方

がいいでしょうねってたのは、縛りを持って継続することも管理も必要だと思うん

ですよね。それで昨年度提案した人は、次の年はそのまま継続しないわけじゃない

ですか。それって、委員に対して申し訳ない。だから一覧表を作ってくれてるわけ

ですから、一覧表を継続して、管理して、これは今年出来ました。これは、次の年

という大まかな計画の中で。新規役員になった方には、過去にちょっと今の計画は

こんな順番でやるんですけど、そこに新しいやるべきことを、緊急性のあるものを

提案していた入った方がいいような気がするんですよね。となると我々の新規参加

には、今回の提案さしてもらうと思うんですけど、それは 2 年後の次の日になった

らわかりません、またゼロスタートですよの話だと、何のためにせよってことにな

ってですね。今年の冬には自分が自分の意見を反映自分たちが提案したのは、退任

後はどうなるかわかりません。基本的に集めましたっていう話だと、かえって何だ

ろうと思っちゃう。だからその辺の基本的考え方は、示していただいた方が新規さ

んとしては、ありがたい。 

個人的な考えになってしまいますが、資料 5にあげられた 28 の課題について皆さん

全員委員さんに話し合っていただいて、もしかすると個人個人の意見として反映さ

れなかった部分はあるかもしれませんが、この中で例えば 10 番から 13 番、公民館

修繕関係ですとかあと 15番 16 番ですかね。10番の公民館の駐車場と、提案の中で、

採択された事業もございますので個人個人の意見としては反映されなかった事業が

あるしれませんが、地域会議全体の予算として形になってるのかなとは個人的には

思います。おっしゃられてるように取り上げられなかった事業を今後どのように執

行していくために管理していくかっていうのももちろん一理あるとは思うんです

が、新しい役員さんが例えばこんなことをやりたいんだけれども、っていう思いも

残しておく必要が当然あるかと思いますので、そういったことも含めて、さっきち

ょっと縛りはないという言い方をしてしまったんですが、これも含めて新たに提案

される事業があれば、それも含めて表に載せて、今後の事業を決めていただければ

良いのかなと思っております。 
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今日は課題の抽出としてどんなものがあげられるのかっていうのを中心に部会の方

で話していただければと思っておりました。 

ただ挙げればいいですね。事業名は出さなくて。 

思いつくままでけっこうです。それを伺いでちょっとざっくばらんに。 

ということです大丈夫でしょうか皆さん。そういう形でにわかれていただいて、課

題を挙げていただいて、終わったらここにまた戻って、それで報告をしてもらうと

いう形でいいと思います。 

≪部会についての説明≫ 

 

～～部会に分かれて検討～～ 

 

 

（３）その他について 

≪その他について説明≫ 

 遊楽々館の遊具はどこが管理していくのですか。 

 公園緑地課です。 

 公民館ふれあい公園のトイレですが、とてもきたなくてびっくりしました。私が

掃除してきました。トイレを作るときには、あとのことを考えなけえればならない。

地域予算なので。公民館におまかせするのも一理ありますが、つくればよい、とい

う発想から広げて考えていかなくちゃいけない。 

 公民館係が管理しているはずですが、再度確認しておきます。 

（※確認の結果、公民館係が管理している） 

 

５．連絡事項 

  次回の会議は 6月 28日（水）19 時から 

 

６．閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１ 出席者及び事務局 

出席者（委員） 

会長 髙久 厚子      委員 越沼 和子 

委員 斉藤 栄吉      委員 瀬下 紀明 

委員 寺澤 保之      委員 栃木 光子 

委員 永島 仁一      委員 広瀬 昌子 

委員 深津 智子      委員 三柴 茂 

委員 三ツ森 紀子     委員 渡辺 和枝 

委員 渡辺 久夫 

 

欠席者（委員） 

副会長 横塚 勇気     委員 相良 栄 

 

事務局 

堀江 克実 （岩舟地域づくり推進課課長） 

海老沼 剛志（岩舟地域づくり推進課係長） 

 堀江 裕美 （岩舟地域づくり推進課主査） 

石原 里紗 （岩舟地域づくり推進課主任） 

  



別紙２ 会議事項 

１．開 会 

２．あいさつ    

３．議 事 

（１）小野寺南まちづくり協議会の解散について 

（２）地域予算提案事業について 

（３）その他 

４．連絡事項 

  CITY GYM&SPA 遊楽々（岩舟健康福祉センター）に遊具が設置されました 

  みかも自然の家の体験活動プログラム 

次回 令和５年６月２８日（水）午後７時～ 岩舟総合支所会議室棟第 1会議室  

５．閉 会 

 

 

資料配布一覧 

資料１ 地域予算提案制度 

  資料２ 岩舟地域未来ビジョン 

  資料３ 令和 5年度実施分栃木市地域予算事業計画書 

  資料４ 岩舟地域会議自主的審議に係る提案書 

  資料５ 令和 5年度実施分地域予算提案事業 委員提案一覧 

  参考１ CITY GYM&SPA 遊楽々（岩舟健康福祉センター）に遊具が設置されました 

  参考２ みかも自然の家の体験活動プログラム 

 


